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論文内容要旨
 北.上山地の西南部・水沢'市の東方黒石から江刺市田原,東磐井郡大東町北部にかけては,母体層
 群といわれる低変成度の広域変成岩類が分布してレ・る。近年・西南日本卦よび関東地方に於ける広
 域変成岩類の研究於よび変成帯の相互関係はかなり明らかにされて来たが,それらを東北日本へ延
 長して考えることは,資料がなくほとんど不可能であった。本論文の主目的は、母体層群のこうむ
 った変成f乍用の形式むよび東北日本と西南日本との変成帯の関係を明らかにすることである。
 母体層群は化石の産出がないため堆積の時代は決定し得ないが、隣接する地層との構造的関係か
 ら.上部デボン系鳶ケ森層の下位にあると考えられる。すなわち.母体層群は,南方に開いた盆地
 状構造をなし,直接の不整合関係は認められないが、その南部に鳶ケ森層がのっているように観察
 される。母体層群のこうむった広域変成作用は鳶ケ森層にむよんでいないことから,その変成時期
 は先.上部デボン紀ということになる。
 母体層群の上部寿よび下部は主として泥質岩,砂岩お・よびチャートを源岩とするもので・中部は
 塩基性火山岩むよび凝灰岩乞主とし.チャートの薄層を夾む。
 斑休層群沿よび、鳶ケ森層の分布地域には塩基性ないし超塩基性迸入岩類が南北性の断1・潤て沿って
 貫入しで握り,さらに人首花崗閃緑岩が本地域¢)黒縁に買入して接触変成帯を形成している。
 低変成慶変成岩頚のうち,泥質岩源のものは,しばしぱ明瞭な縞状片理を有し,絹雲母一石英片
 岩,緑泥石一絹雲母片岩となっている。塩基性火山岩はアルカリ岩質のもので,褐色角閃石,含チ
 4ン普通輝石を残品として含むことがある。この中には,緑泥石,緑れん石,緑閃石,アルカリ角
 閃石,パンペリー石・ステイルプノメレーン、絹雲母,石英,曹長石,方解石,白チ4ン石,赤鉄
 鉱,イルメナイトが変成鉱物として生じている。アルカリ角閃石はb-Yのものとb-Zのものとが
 共存する場合が多く,残品単斜輝石を含む岩石にのみ生じている。
 アルカリ角閃石を含む塩基性変成岩5個,それを含まないもの5個寿よび泥質変成岩3個の化学
 分析の結果・アルカリ角閃石を生じている岩石の組成は・(Na20+K20)一(FeO+Fe203)
 一(MgO)図・(Na,0)一(MgO)一(FeO)図・(A1203)一(CaO)一(FeO+Fe203)
 図などに蔚いて,他の藍閃石変成帯のものに比べてかなり狭い範囲に集中ナるが,それ以外の塩基
 性岩の組成はかなりぱらつく。このことは、本地域での変成作用のPT条件ては化学組成が限られ
 たものでなければアルカリ角閃石が生じ得なかったと考えられ,もっと圧力が高かったならば,ア
 ルカリ角閃石はさらに広い化学組成範囲で見出されるであろう。また,アルカリ角閃石が形成され
 るためには源岩がNa20に富んでいなければならないということは特に必要ではないように思われ
 る。
 変成鉱物としての斜長石はすべて曹長石であり,緑閃石は無色～淡緑色のもので光軸角むよび屈
 折率は他の藍閃石変成帯の低変成度の地域に産するものと同じである。縁れん石の光軸角から求め
 た成分範囲はFeにとむものに限られてむり・本地域にむける変成作用は,三波川変成帯でみられ
 るよう次高変成変には達し左かつたことは明らかである。パンペリー石は塩基性岩むよび砂質岩源
 のものにみられるが非常に細粒である。緑泥石は最も普通にみられる鉱物であるが,その組成は岩
 石の化学組成に支配され,FeO/FeO+Mど0比の大きい岩石中のものはリピドライトであるが,
 この比の小さいものはダイアバンタイトである。
 塩基性岩中にアルカリ角閃石卦よびパンペリー石を生じていることは,母体層群が藍閃石変成作
 用をこうむったことを示しているが・硬玉や・一ノソ石を生じていないことは三波川変成帯に冷け
 る圧力よりも本地域の変成作用の圧力はかなり低かったことを示している。塩基性変成岩中の
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 Fe203/FeO比は,関東山地の三波川変成岩のそれよりは小さいが・阿武隈変成岩のそれよりは
 大きい。このことは,変成作用にお・ける水蒸気圧が関東山地で最も高く,次いで本地域の変成作用,
 阿武隈変成作用では最も低かったことを示している。以上の事実から,Ca-A1珪酸塩鉱物の安定範
 囲を示す図.上に変成作用のPT条件をあらわす試みがなされ、三波川変成作用のPT範囲は・一ソ
 ン石一パンペリー石一緑れん石三重点より高い位置に,また母体層群のこうむった変成作用は三重
 点より低い位置にごく狭い範囲で示される。
 ・母体層群ならびにその周辺に遜入している塩基性～超塩基性岩類には、角閃石閃緑石,角閃石は
 んれい岩,輝石角閃石はんれい岩,角閃石岩,単斜輝石岩,かんらん岩および蛇紋岩などがみられ
 る。これらの逝入と藍閃変成作用との直接の関係はない。これらの中の普通角閃石はFeに乏しく
 Mgにとむものがあり・またMg+Mn+FeがCaに比べて少ない。分析結果から分子比を計算す
 るとカミソグトン石分子をもつものが少なく,Ca一透角閃石分子をもつものが多い。また普通の
 増進変成地域のものにみられるチエルマク閃石分子,Na一透角閃石分子は少なぐ,それに対し透
 角閃石分子を多く含む。また石英,曹長石,縁れん石と共存することから,このような蛇紋岩に伴
 う角閃石はんれい岩は,ソーシユフイト化作用を伴いながら後退変成的に生じたものと考えられる。
 人首花筒閃緑岩の送人によって,その周囲は巾2騒1にわたって接触変成作用をこうむって寿凱母
 体層群分よび前記塩基性～超塩基性選入岩類はホルンフェルスないし角閃岩となっている。接触変
 成帯は塩基性岩の鉱物組合せによりZonoI寿よびzone丑に分帯され,変成帯外部のzoneIはノー
 ダ質斜長石一線閃石(普通角閃石)一線れん石で特徴づけられる曹長石～縁れん石ホルンフェルス
 相に属し,その巾はきわめて狭い。zone亙は石灰質斜長石一普通角閃石で特徴づけられる角閃石ホ
 ルンフェルス相に属し,花崗閃緑岩体にごく近いところには,単斜輝石,珪灰石,カミングトン石,
 ク1フノゾイサイトなどを生じている。接触変成作用で生じた普通角閃石の分析結果は阿武隈変成岩
 中のものに類似して痴り,増進的に形成されたことを示している。
 母体層群の分布地域内には・超塩基性岩中の捕かく岩として,あるいは断層に夾み込まれて基盤
 岩類と考えられる高変成度の黒雲母一角閃石片麻岩,柘榴石r黒雲母片麻岩,角閃岩などが小規模
 にみられる。これらは西南日本の寺野変成岩類,河守変成岩類に対比されるべきものと考えられ,
 阿武隈変成岩帯中にしばしぱみられる柘榴石角閃岩,藍晶石,十字石を含む異質な変成岩類とも対
 比されるものと.慰われる。この様な高変成度変成岩類を筆者は,「鵜ノ木変成岩類」と命名した。
 この鵜ノ木変成岩類は北上山地の基盤岩と考えられる変成岩類(先シルリア系?)が構造運動にも
 み込まれて上昇したものと考えられる。
 東北日本の変成帯区分について考察すると,阿武隈変成帯の東縁には上部デボン系に覆われたい
 わゆる藍閃石変成作用による変成岩が点在して於鮎母体層群はこれらの変成岩に対比することが出
 来る。したがって北上一阿武隈山地を結ぶ先上部デボン紀にむける一つの藍閃石変成帯を設定する
 ことが可能である。すなわち,西南日本の三波川変成帯の変成時期よりも前の時代の藍閃石変成帯
 が東北日本には存在する。
 世界各地にむける藍閃石変成作用をみると,古生代後期以後のものは硬玉・・一ソン石を生じて
 いるが,本地域を含めて.それ以前の時代に生じた藍閃石変成作用では,このような高圧下で形成
 された鉱物が存在し左いことは注目すべきであろう。
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論文審査要旨
敷一
 北上山地の西南部には母体層群といわれる泥質岩.砂岩,チャート及び塩基性火山岩類からなる,
 上部デボン期以前と考えられる古い地層が分布している。本層群のうち塩基性火山岩類は従来緑色
 岩類として記載されていたが,今回蟹沢の研究により,本岩にはパンペリー石、ステイルプノメレ
 ー ン及びアルカリ角閃石を・また泥質岩瀬のものには絹雲母一石英が存在することを見出し,母体
 層群全体が低変成度の広域変成岩であることを明かにした。北上山地にむける広域変成岩の発見は
 これと阿武隈山地や西南日本の変成帯との関係の考察に極めて重大な意義を有するものである。ア
 ルカリ角閃石は残品単斜輝石を含むものにのみ存在し.b地Yのものとb-Zの二種のものが見ら
 れる。蟹沢は約20個の岩石及び鉱物の化学分析を行い.アルカリ角閃石を生じている岩石はその
 化学的成分範囲が限られていることも明らかにした。変成鉱物の特徴にし西南日本の三波川変成帯
 のうちの低変成慶の部分に生じているものに類似していることを指摘し,硬玉や・一ソン石などの
 高圧下で形成された鉱物は存在しないことから,変成作用の温度,圧力条件を三波川変成作用のそ
 れと比較すれぱ,Ca～Al珪酸鉱物の安定範囲を示す図にむいて,かなり圧力の低い位置に狭い範
 囲で示され得ると述べた。母体層群の受けた藍閃石変成作用は,先上部デボン紀と考えられ,西南
 日本の三波川変成帯よりも前のものであり,阿武隈東縁の山ヒ一松ケ平変成岩類と共に一一つの変成
 帯を形成するものと考えられると述べ,このような古生代後期以前の藍閃石変成作用は硬玉,・一
 ノン石のような高圧鉱物を含まず,圧力はそれほど高くなかったというのは世界各地の藍閃石変成
 作用の特徴であることを指摘した。
 また本地域には多くの斑物岩や蛇紋岩等の塩基性深成岩類が避入しているが,これらは母体層群
 の蒙った広域変成作用を受けていない。さらにこ(D母体層群の東縁部は幅2粁に亘り,人首花崗閃
 緑岩によって再変成作用を受け,接触変成帯を形成してお・り,これは曹長石緑閃石ホルンフェルス
 相に属する1帯と角閃石ホルンフェルス相に属する∬帯とに分けられる。しかし,この接触変成帯
 は母体広域変成帯の大部分には及んでいない。さらに母体層群の分布地域内の西北部に小規模に見
 られる高変成度変成岩は寿そらぐ北上出地の基盤岩と考えられ,その変成時期も母体層の変成時期
 より更に以前と考えられる。
 以上蟹沢の研究は北⊥山地に於ける広域変成岩の広範囲に亘る発見,並びにこれと阿武隈及ぴ西
 南日本に見られる変成岩との関係を明かにしたもので,わが国地質学及び岩石学への貢献が著しい。
 参考論文2編は.何れも長野県高遠地方の領家深成岩類及び変成岩類に関するもので,主論文の基
 礎をなす優れたものである。
 よって審査員一・同は,蟹沢聰史提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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